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 開会時刻 午後３時 

 

 ただいまから、平成２９年第１９回教育委員会定例会を開催します。 

 日程第１、署名委員を決定します。石井委員と上野委員にお願いします。 

 続いて日程第２、教育関係事務報告にまいります。 

 はじめに、教育委員会後援名義の使用承認についての報告をお願いします。 

 

 お手元の使用申請一覧をごらんいただきたいと思います。行事名が第９回

船堀映画祭でございます。申請者は、実行委員会会長でございまして、今回

で９回目の申請です。同様に区の後援名義の申請もしているということでご

ざいます。 

 事業の目的、概要でございますが、住民参加型の映画祭によって、文化面

でのまちづくり、地域振興に寄与することを目的とするというものでござい

ます。実施日時は、平成２９年１１月１１日土曜日から１２日日曜日、タワ

ーホール船堀、船堀シネパルにおきまして、一般区民を対象に行われます。

経費の徴収でございますが、映画鑑賞券として前売りは５００円、当日は７

００円ということでありまして、後援名義の使用についての申請でございま

す。 

 こちら、チラシのコピーで白黒で恐縮でございますが、お配りしてござい

ます。それと上映のスケジュールということで、２枚提出させていただきま

した。 

 今回は、２枚目のスケジュールのほうをちょっとごらんいただきたいので

すけども、上映作品から一つだけご紹介させていただきます。上から２段目、

シネパル１の初日、土曜日に「ルドルフとイッパイアッテナ」というのが上

映されますけれども、これは原作が北小岩を舞台のイメージとした絵本でし

て、その原作者、斉藤洋さんという方、下から２段目のところにゲスト、と

書いてございます。その方から二日目には挨拶があるということでございま

す 

昨年、タワーホールで上映がありましたけども、今回は映画祭の実行委員

会からお声がけがあって、参加ということでうかがってございます。以上で

ございます。 

 

 ありがとうございました。この件に関しまして、ご質問等ございましたら

お願いいたします。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 

 ないようでございますので、この報告事項を了承させていただきます。 

 続いて、平成２９年度教育委員会指導室重点事業に係る取組状況調査・報

告についての報告をお願いいたします。 

 

 それでは、配付させていただいています平成２９年度教育委員会指導室重

点事業に係る取組状況調査（７月実施概要版）と記したものをごらんいただ

きたいと思います。 

 こちらの調査は、毎年指導室重点事業として各学校に示しているものの進

捗状況等について、毎年７月、それから、年明けの１月ごろを目途にその状

況を調査しているものでございます。その概要を今回お示しさせていただい

ております。左上の小中連携教育から右下の江戸川っ子家庭ルールの取り組

みまでそれぞれの項目について、他の項目も実際には調査しているのですが、

主立ったものをご紹介させていただきたいと思います。 

 まず、左上からお願いしたいと思います。まず、小中連携教育でございま

す。こちらは、小中連携教育プログラムというものを今年度、中学校を中心

にそれぞれの地区ごとに作成することになっています。その作成をどういう

ふうに作成しているか、教員全員で分担しながらやっているのか、それとも

一部の教員がやっているのかというのが主な内容になります。小・中学校と

もに大体同じような傾向なのですが、約６割の学校では全教員で分担して実

施している、作成していると。残りの４割ぐらいの学校については、一部の

教員が作成している、担当者の中で作成していると、そういったようなとこ

ろでございます。 

 ただ、コメントのところに書かせていただいたとおり、本来は、全教員が

中心となって積極的に参画していただきたいという思いもありますので、で

きれば全教員が何らかの形でかかわるのが望ましいと、私どもは考えている

ところでございます。 

 コメント欄、ちょっと説明が後になりましたが、こちらは、私どもから学

校に対するメッセージということでコメントをつけさせていただいておりま

す。こちらを指導室からのメッセージとして校長会等で紹介していくといっ

たものでございます。 

 それから、次です。オリパラ教育の推進でございます。こちらは、本区の

学校の特色ある取り組みとして、全ての学校、それから幼稚園で、オリンピ

ック・パラリンピックコーナーを昨年度から設置するようにといった指示を
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しています。設置しただけでその後更新されているかどうかといったことが

この設問になります。定期的に更新されているかどうか。小学校では９０％、

６４校が「はい」と、中学校については８５％、２８校でございます。こち

らも保護者だけではなくて、地域の方からも非常にいいといった評価もたく

さんいただいておりますので、ぜひ定期的に更新していくように促してまい

りたいと思います。 

 次に、学力向上の取り組みでございます。こちらは全校で実施している補

習教室で、外部人材を活用している学校があるのですが、どういった人が参

加しているかといったものでございます。ちなみにデータはここには示して

いないのですが、そもそも小学校で外部人材を活用しているという回答の学

校は１２校ございます。その中で、学校応援団が１０％、これが一番小学校

では多いのですが、これは７校です。１２校中７校。それから、２番目に多

いのが学生で、１２校中６校。続いて、３番目が地域の人材で、１２校中４

校と、そういうような数になります。 

 中学校のほうですが、こちらは外部人材を活用している学校が１８校ござ

います。全部で１８校でございます。その中で一番多いのが学生、これは１

８校中１１校、３３％でございます。次に多いのが学校応援団で、１８校中

７校。３番目が地域の人材で、１８校中４校といった数になります。こちら

は、学校に対しては、必ず外部人材を活用しなさいと言っているわけではあ

りませんが、ただ、なかなか教員も今いろいろな対応業務が入っていて、個々

の補習授業の対応についても限界があります。可能であればこういった外部

人材を積極的に活用することもとても有効というふうに考えていますので、

こういったデータを示していきたいと思っております。 

 続いて、学校関係者評価の取組状況でございますが、こちらは、学校関係

者の評価委員会を各学校で実施しているのですが、年間何回設定しているか

といったような設問でございます。私どもとしては、年度当初にまず計画を

お示しする、それから中間の状況を評価いただく、それから年度末にも評価

いただくと、年間３回以上が望ましいというふうに考えています。３回以上

の数値を見ますと、まず左側、小学校では７２％の学校が該当します。つま

り７１校中５１校が３回以上開催するといった回答をしています。中学校に

ついては５１％になりますので、３３校中１７校が３回以上開催すると回答

しております。ですから、残りのグラフの下のほうのところの該当する学校

については、今後も働きかけを行っていきたいと考えています。 

 続いて、学校図書館の活用でございます。小・中学校それぞれ小学校５年

生、中学校２年生で、授業時間として学級でどの程度学校図書館を利用して
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いるかと、その頻度を問うたものでございます。こちらも、小・中学校それ

ぞれ実態が違うので何とも言えませんが、例えば、小学校においては、毎月

複数回、２回以上活用しているといった学校が、小学校では９１％になりま

す。ですから、７１校中６５校が、一月あたり２回以上学校図書館を利用し

ていると。中学校に関しては、これは教科担任とか中学校の特性もあります。

小学校に比べると非常に頻度としては少なくなりまして、月に２回以上活用

していると回答した中学校は１２％になります。３３校中４校でございます。 

 それから、学校図書館にかかわる教員研修でございますが、こちらも小学

校、中学校、若干温度差があるのですが、小学校では、実施していると回答

したのが８５％、７１校中６０校でございます。中学校については４２％で、

３３校中１４校でございます。こちらが、本区としては、この後ご紹介する

読書科という特色もあります。ですので、今後もこういった学校図書館の活

用については、いろいろな情報を流しながら積極的に促してまいりたいと思

っております。 

 続いて、読書科の取り組みでございます。こちらは朝読書、読書科につい

ては朝読書といった時間と、後は４５分、５０分のまとまった授業としての

時間と二つ学校は実施しているのですが、そのうちの朝読書等の計画を作成

しているかどうかといったのがこのグラフになります。小学校については、

「はい」と答えたのが８６％、７１校中６１校でございます。中学校につい

ては９４％で、３３校中３１校で作成していると答えていただきました。こ

ちらも学校ですから、計画に則って行うことがとても重要になってまいりま

すので、こちらもこういったデータを示しながら適切に計画を作成するよう

に促してまいりたいと思います。 

 続きまして、体力向上でございます。こちらは、小学校では運動遊びにつ

いて、年間計画、それから資料を作成しているか。中学校については、保健

体育科として組織的に補助運動の実施をしているかといったような設問でご

ざいます。小学校については、「はい」と答えたのが９９％、７１校中７０校

でございます。中学校については、こちらは体育科の教員が独自に行ってい

ると回答したのが１８％、これは３３校中６校でございます。保健体育科の

教員同士が話し合って行っているといった回答が８２％、これは３３校中２

７校でございます。こちらは、中学校の回答については、やはり学校として

行うということですので、イの「教員同士が話し合い、系統的に行っている。」

のほうが体制としては望ましいと考えております。 

 いずれにしましても、小学校、中学校それぞれ体力調査等の結果、また、

別の日の教育委員会の定例会の中でもご紹介していきたいと思いますけれど
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も、少しずつ結果が出ているというふうに担当からは聞いています。ですの

で、こうした取り組みは、今後も力を入れてまいりたいと思っています。 

 それから最後になります。江戸川っ子家庭ルールの取り組みでございます。

こちらは各学校で、まず事前指導を行った後に家庭で話し合ってルールを決

め、それぞれ実行するといったものなのですけれども、その後、家庭での話

し合いの後にクラスの中で実践について話し合ったりとか、あと、自分を振

り返る時間など学校の中で設定しているかといったものでございます。つま

り家庭で行ってそのままというのではなくて、その後の指導をきちんとして

いるかどうかといったような設問になります。こちらは、小学校では「はい」

と答えたのが９６％、７１校中６８校でございます。中学校は「はい」と答

えたのが７３％で、３３校中２４校でございます。 

 コメントのところにも書かせていただきましたが、私どもとしては、家庭

での話し合いのこうした活動が非常に重要と考えています。やはり家庭によ

っても取り組みの温度差があります。子どもも認識の差がありますので、そ

れぞれの話し合いの結果をクラスの中で共有することが、また次への活動へ

の意欲、動機づけになる可能性も十分考えられます。ですから、こうした時

間を丁寧に行うように促してまいりたいと思います。 

 ちょっと長くなりましたけれども、概要は以上でございます。よろしくお

願いします。 

 

 ありがとうございました。この取組状況調査につきまして、ご質問等ござ

いましたらお願いいたします。 

 

 オリパラで、中学校が１５％「いいえ」ということでありまして、コーナ

ーが定期的に更新ということは、例えば、昨年バレーボールで誰か来てもら

いました。今年それができなかったから「いいえ」という回答なんですか。 

 

聞き方が、細かくは聞いていないので、どういうふうに捉えるかにもよる

のですけれども、例えば、バレーボール選手が来ましたと。それが昨年であ

って、そのときにあわせてその方の掲示というか展示をオリンピック・パラ

リンピックコーナーにして、そのままだということになると当然「いいえ」

になるわけですね。ですから、「いいえ」にした学校は、昨年１回つくったま

ま１回も更新されていない可能性もありますし、後は、これは回答された方

の解釈の問題で、定期的に更新されていますかという聞き方をしていますの

で、いや、二度、三度は更新しているんだと、でも、毎月決まった時期に定
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期的にではないという捉え方をされると、更新は何度かしているんだけれど

も、定期的とは言えないよなというところで「いいえ」にされた可能性も実

はあります。ちょっと設問が更新している頻度を聞いていないので、イエス

かノーかで聞いていますので、そういった可能性が十分考えられるかなと思

います。 

 

１５％の「いいえ」ということは、５校ですよね、ちょっと多いかなって

思ったんです。あと３年後になりましたので、江戸川区でも会場になってい

ますので、ぜひ生徒の子どもたちの意識を高めるためにもやってもらいたい

なというふうに思います。コメントはこれでいいと思いますが。 

 もう一点は、一番最後の「江戸川っ子家庭ルール」なのですけど、やっぱ

り実態は、中学校としてはこうなのかなというふうな思いで聞いたのですけ

れども、なかなか今、室長が言ったように各家庭で話し合って、原則保護者

の責任でもあると思うんですけども、とはいってもなかなかきめ細かくいか

ないと思うんですけどね。そこで、やっぱり日常的に学校の中でどうしたら

いいのかなということを考えてはいると思うんですけども、学級活動とか、

道徳の年間３５時間の中の一コマとか、学期に１回とかに、室長おっしゃっ

たように振り返りをぜひやってもらえればなというふうに思いますね。 

 

 今年度からは、それぞれ学期に１回ごと、１週間、ルールをチェックする

期間というのを必ず学校ごとに設けています。松原委員おっしゃったように、

できればそれにあわせて、それのウィークの初めと後にうまくそういった時

間を位置づけていただけると、かなりしっかり活動できるんじゃないかなと

いうふうに期待しているところではあるのですが、ただ、まだ学校によって

ちょっと温度差がありますので、そこは何とかしっかりしていきたいなと思

います。 

 

 やっぱりきめ細かなという点で、やっぱり小学校訪問して感じるのはやっ

ぱり細かいですよ、中学校よりもね。それはしようがないことなのかもわか

りません。それは。もっと中学校、学ぶべきところがあるんじゃないかなっ

てね、思うんです。 

 

 今の家庭ルールの点で、コメントのところに「家庭での話し合いの結果を

クラスで共有する」云々と書いてあるね。家庭での話し合いをまたクラスへ

持ってきて共有する、これは大切なのですが、結果をクラスで共有する前提
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として、まず家庭で話し合う場合の材料ですよね。あるいは題ですかね。だ

から、漠然としてではなくて今度話し合ったこと、家庭で話し合ってきなさ

いというふうなときに、何かやっぱり話題を共通の話題を前提として検討し

て、それで帰ってきて学校でやるということで本当の共有がされるんじゃな

いかと思いますね。そうすると、今度は、学校のほうからある程度保護者に

こういうことについていろいろ議論してもらえませんかというふうなことを

出したほうが効率的だと思うんですね。年間いろいろ変えてみてね。 

 

それにちょっと関連しまして、例えば、学校によるのですけれども、家庭

ルールの週間の前に学校だよりとかで、今月この週、この日からこういうふ

うにやりますと。こういうことで話し合ってくださいというふうにＰＲを積

極的にしている学校もあるんですね。ただ、これも回答と一緒で学校によっ

てまだ温度差はあります。 

 

 ＰＲが必要だと思うんですね。仕方が命令的になっちゃいかんけど、こう

いうことが今、みんな問題になっているから家庭でお子さんと話し合ってみ

てくれませんかというふうなこと言うと、学校に来てどうだったというと、

僕のところは、私のところは、それはうちで議論しなかったから何も言えな

かった、とかいうね。またそういうのを話し合っていくと。家庭で話すとい

うのは一番今、欠けていることでしょう。そういうふうにして導いて、それ

が本当の共有じゃないかと。よくなるんじゃないかなって気がしますね。 

 

 の学力向上の取り組みについてでお伺いしたいのですけれども、まず、デ

ータの見せ方といたしまして、他のものは基本、全部の学校が答えてくれて

いるわけですよね。一方では、学力向上の取り組みについては、小学校では

１２校が「イエス」、中学校では１８校が「イエス」ということでして、でも、

最終的なグラフとしては、小学校７１校のうち１０％が学校応援団、７校が

学校応援団使っていますよというパーセンテージとしては全体に合わさるよ

うな見せ方になっておるのですが、ここではどうなんでしょうかね。小学校

１２校が外部人材を利用しているよ、中学校は１８校が外部人材を利用して

いるよというようなところも出されてはいかがでしょうか。 

 

 そうですね。おっしゃるとおりでございます。私もそう思いましてご説明

ではで１２校、１８校と申し上げたのですが、それを書いておくべきだった

なというところで、修正させていただきたいと思います。ありがとうござい
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ます。 

 

 あと、単純な質問が一つばかりあるのですが、同じ学力向上のところで、

その他というのはどんな方でしょうか。 

 

 小学校については、学校応援団としての取り組みを企画していると。だか

ら、案にはまだなっていないんだけれどもというような回答が小学校では１

校ございました。あと中学校の３校は、時間講師、元学級指導支援員、そう

いった方、それから、教員免許所有者と回答された学校、あと退職された教

員と。ですから、学校応援団でもなく保護者でもなく、広く言えば地域の人

材になるのかもしれませんが、元講師の方とか退職した教員とか、そういっ

たトーンで回答されているものをその他にしております。 

 

 今のに関連していいですか。学生がすごく応援してくれていますね。参加

者が中学の方が非常に多い。この学生はどういう学生が、お願いしているの

でしょうか。自ら希望してやりましょう、と来ているのかですね。 

 

 ちょっと正確な数はここではわからないのですけれども、可能性として考

えられるのは、一つは、教育実習などの関係だった学生というのが一つ。あ

とそれから、中学校の場合は、卒業生が大学とかに行って、先生とのご縁で

来ていただくということもあります。後は、教員と関係のあるような学生、

学生同士がまた紹介して、それで友達を連れてくるとか、そういったような、

いろいろなパターンがあるとは思います。 

 

 母校の卒業生が、後輩にという場合には、個性が余りあり過ぎちゃ困るけ

ど、そういう母校を愛する地域社会のかたちでいいですよね。うちの息子が

弁護士になったばかりのころ、弁護士会で法教育などを提供する事業があり

まして、大体高校生かな、中学も行くらしいですけども、法曹界なんかにつ

いて、こうなんだっていうようなことをボランティアでやっていたんですよ。 

そういう今の法律にはなくて、学校から何か学生のそういう団体みたいな

ところにお願いするようなのがあるのかなと。インターアクトなんかそうで

すよね。 

 

 学生のボランティアですけれども、学校応援団が担当する計画調整係から

この近辺の大学に対して、こういった学生ボランティアの募集ということを
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しております。 

そうすると、学生の方々は、ボランティアという実績をつくるために時々

問い合わせてきます。その上で行きたい学校というのを希望してきます。大

体、駅に近い学校に。それが学校にご紹介してうまく話が合えば、そちらで

１週間なりのボランティアとしてかかわっていくというような学生さんたち

が応募してまいります。そのようなこともあります。 

 

 自分が育てられた地域社会とは必ずしも関係ない人もいるのですか。 

 

 関係ない人もいます。 

 

 学校図書館の活用の部分とそれから、読書科の取り組みについての話です

が、これは中学校なんか反転してみると、活用していないのは、たった１２％、

４校しかない。これはかなり読書科の取り組みが非常に高くなっているとい

うことですね。図書館のほうは２年生に限定にしての調査のようですけども、

連関性といいますか、要するにトータル的に読書とか図書館利用というのは、

これから考えていかなきゃいけない問題じゃないかなというふうに私は思う

んですけども、その辺のところはいかがですか。 

 

 まず朝読書というのは、基本的には一人ひとりが読む本を事前に決めてお

いて、教室の中で、普通教室の中で、１０分とか１５分読むと、そういった

ような類のものでございます。読む本は図書館から持ってきたりとか、自宅

から持ってきたりとかですね。そういった、本に接する時間というような時

間です。 

 真ん中にお示しした「学校図書館を利用」というのは、授業としての時間

になりますので、小学校の場合は、多くの学校が国語の授業の１コマを図書

館に行って学習する時間というのを割とシフトで組んでいます。。中学校の場

合は、当然、教科担任で国語、数学、社会、数学、それぞれ別の教員がやり

ますので、決まった時間、５０分丸ごと図書館に行って授業をするというこ

とは通常考えられないですね。ですから、例えば、理科なら理科の授業の中

で調べ物が必要になったと。その５０分の授業の中で、５分とか１０分とか

限られた時間、関係する生徒が図書館に行って本を探して、それをまた理科

室に持ってきてそれを使って学習ということは当然考えられるんですけれど

も、まとまった時間で中学校が学校図書館でというのは、なかなか現実とし

ては難しいというふうに思います。ですから、全くこのデータをもって中学
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市 川 

校が学校図書館を活用していないというふうには私どもは実は思っていませ

んで、これは小学校、中学校それぞれ実態が違うので、こういった調査の仕

方をしてしまうとそういうふうに差が出てしまうのかなと思っているところ

です。 

 ただ、教員研修の部分で、小学校、中学校差が出ているのは、やはり小学

校の場合、全科の教員が基本ですので、やっぱりどの教員も自分で子どもた

ちを図書館に連れていって指導するというのがありますので、必要感に迫ら

れている部分はあるかと思います。中学校に関しては、先ほど申し上げたと

おり多くの教員が一部分、限られた時間での生徒指導になりますので、やっ

ぱり必要性という意味では、小学校ほど感じていない先生方が多いのではな

いかなと捉えています。そうはいっても、これから本区で目指すところとし

て、中学校でもいろいろな教科などで学校図書館を効果的に使ってほしいな

と思っていますので、この教員研修を実施している中学校の割合が４２％と

いうのがやっぱり低いかなと、これはもっと伸ばしたいなと思っているとこ

ろでございます。 

 

 今の聞いていると、朝読書とか読書科とか、これは生徒本人が自分が読み

たいなという本を自由に選んで読んでいるという感じで受けたんですけど、 

それ以外のは、何か各授業の補助的なためのもののように聞こえたんですが、

そうなっていっちゃうわけですね。 

 

 読書科については、朝読書は基本、自分で選んだ本を読む学校が圧倒的に

多いかなと思います。ただ、読書科としては今後もそうなのですが、本を使

って調べながら学習するというのをこれから充実させていきたいと思ってい

ます。ですから、朝読書の時間だけの本はもちろん読むんですけれども、そ

の他の読書科の時間、きちんと４５分とか５０分の塊での読書科の時間とい

うのも設定していますので、そこでは、本を使って自分の疑問を解決すると

か、そういった活動をやっていく必要もあります。そういった活動を今後さ

らに推進していきたいなと思っているところでございます。 

 

 よろしいでしょうか。他になければ、ただいまの報告事項を了承させてい

ただきます。 

 続きまして、いじめ電話相談について報告をお願いいたします。 

 

 よろしくお願いいたします。 
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 ９月分のいじめ電話相談についての報告をさせていただきたいと思いま

す。 

 ９月については、１カ月でいじめ電話相談の相談はございませんでした。

０件でございます。以上でございます。 

 

 この件について、ご質問等ありましたらお願いします。 

  

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 

 ないようですので、了承させていただきます。 

 続いて、親子餅つき体験教室の実施についての報告をお願いいたします。 

 

 続きまして、第１４回親子餅つき体験教室について説明をさせていただき

たいと思います。 

 こちらは、資料には書いていない点ですが、平成１６年度から毎年実施し

ているものでございます。目的としては、餅つき、それから、同時に手づく

り工作も行うのですけれども、そうした活動を通していろいろな人と触れ合

うことでよりよい人間関係づくりとか社会性の育成に資するというのが大き

な役割でございます。また、餅つきということで、日本の伝統文化にも触れ

るという機会になります。 

 実施日は、今年度は１２月２日土曜日の午前１０時からを予定しています。

対象は学校サポート教室に通室している児童・生徒、それから、各学校から

推薦していただいた小学校３年生から中学校３年生までの不登校傾向の児

童・生徒、それから、その保護者でございます。場所は、東葛西中学校の体

育館等を借りて行いたいと思います。費用については、一人３００円、これ

は食材費でございます。こちらは、学校サポート教室に通室している子ども

たちについては、各サポート教室で集金しまして、それ以外の方については、

当日持参していただくといったところでございます。募集人員は５０名程度

ということで、多少多くても十分対応できるというふうに思っております。 

 こちらについては、今日お配りした資料は、これを各学校長宛てに流して

おりまして、それぞれ該当するお子さんに声をかけていただくといった流れ

になります。２枚目については、このチラシでございます。地図等を記載し

ております。概要は以上でございます。よろしくお願いします。 

 

 ありがとうございます。第１４回になるんですね。お話ありました。この
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件に関しまして、ご質問等ございましたらお願いいたします。 

 

 保護者からの学校への申し込みと学校から教育研究所への申し込みと二つ

書いてあるけども、具体的にはどっちのほうが多いんですか。 

 

 サポート教室からが圧倒的に多うございます。 

 

 なんかどこかで聞いたんですよね。これ参加してくると子どもがすごく明

るくなって帰ってくるというね。というふうに聞いたのでいい企画だなと思

ってね。 

 

 いろいろな工作も、青少年委員の方とかが準備してくださっております。 

 

 ただね、本当にそういう子が出てくればいいですが、不登校傾向の児童と

いうものが、むしろまだ引っ込んじゃって出てこない。せっかくこんないい

企画があるので、なるべく抵抗なく出て来られるようにしたいですね。 

 

 結構、大勢来ると聞いたんですが。 

 

 昨年は、保護者が多かったのですが、子どもたちは２３名。保護者の方が

１０名、合計３３名の参加でございました。例年、大体、保護者合わせて３

０名ぐらいで推移しています。 

 

 お餅食べるんでしょう。これ、いい企画ですね。 

 

 すみません。ちょっと付け加えたいんですけど、平成１６年からというこ

とで最初、さざなみの会の皆さんのボランティアで立ち上がって、こうやっ

て研究所が行政という形で協働化を図って、学校宛ての通知文の小林先生っ

て担当、下のほうに書いてある、今、毎週土曜日やっているぬくもり塾、す

ばらしい方で、地域のボランティアと研究所が一体となってどれもすばらし

いなと思いますね。以上です。 

 

 よろしいですか。この件に関しましては。 

 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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 ないようでございますので、報告事項を了承させていただきます。 

 以上をもちまして、平成２９年第１９回教育委員会定例会を終了いたしま

す。お疲れさまでございました。 

 

 

閉会時刻 午後３時４５分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 


